
・道志村について

道志村は山梨県南東部に位置し、横浜市の水源に
もなっている豊かな水資源を有した、関東圏からの
観光客が多く訪れる村です。

地形は村の中心に一級河川の道志川と国道４１３
号が通り、北に道志山塊、南は丹沢山塊と１０００ｍ
級の山に囲まれています。

・農村地域防災減災事業とは？

・富士東部地域の
農村地域防災減災事業

農村地域防災減災事業とは、地震・集中豪雨等
による災害を防止し、農村地域の防災力の向上を
図るための、総合的な防災・減災対策を実施する
国の補助を受けた事業です。

実施内容の主な工種については用排水施設、ダ
ム・ため池、避難道路、地すべり防止施設等です。

近年ではため池の整備について、従来よりも整
備可能な内容が充実され、防災減災対策の一層
の促進をはかっています。

・農村地域防災減災事業
「道志地区」の事業内容

○総事業費 ９.５億円
○工 期 平成２５年～平成３０年
○工 種 用排水路 ２,６３５m

土留工 ７箇所
防火水槽 ６基
橋梁の耐震化 １箇所

甲府 道志村

災害から農村を守るために
農村地域防災減災事業 道志地区

道志村のある富士・東部地域では現在、農村
の安全・安心した生活実現のために、以下の４
市村で農村地域防災減災事業を実施しています。

実施内容については用排水施設やため池の改
修、避難道路、地すべり防止施設の設置など、
多岐にわたっています。

・富士吉田市
・大月市

・上野原市
・道志村

写真：法面対策工事



村
の
農
道
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善
地
線
の
大
栗
橋
に
お
い
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、
耐
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工
事
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平
成
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行
わ
れ
ま
し
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昭
和
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年
に
建
設
さ
れ
た
当
時
と
現
在
で
は
橋
の
設
計
基
準
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わ
っ
て
お
り
、
当
時
の
設
計
で
は
近
年
起
き
て
い
る

大
地
震
に
は
耐
え
ら
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①
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す
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し
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農
地
や
民
家
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に
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迫
っ
て
お
り
、
大
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や
台
風
の

際
に
土
砂
の
崩
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農

地
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あ
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そ
の
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工
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、
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し
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け
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工
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ま
し
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。
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傾
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多
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工
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で
す
。

施
工
前
の
法
面
は
不
安
定
な
状
態
で
、
大

雨
や
台
風
の
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に
崩
落
が
起
き
て
い
ま
し
た
。

法
面
下
に
は
農
地
や
農
道
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の
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に
は

民
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あ
り
、
大
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な
崩
落
の
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甚
大
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と
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２
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。

斜
面
上
に
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子
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の
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ン
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を
造

成
し
、
斜
面
の
安
定
を
図
る
工
法
で
す
。


